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現在の早鞆高等学校→

桃ケ丘の校舎 ( 大正 15 年増築落成 )

　
上
田
中
町
の
早
鞆
高
等
学
校
は
、
生
徒
・
教
職
員
千
名
余
、
８
学
科
と
今
や
県
下

で
も
有
数
の
私
学
の
高
校
で
、
百
二
十
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は

北
浦
街
道
筋
の
貴
船
町
の
通
称
「
桃
ケ
丘
・
吉
見
山
（
現
貴
船
一
丁
目
・
山
口
合
同
ガ
ス

本
社
の
上
辺
り
）
で
産
声
を
上
げ
た
。

　
明
治
34
年(1901)
教
育
者
の
阿
部
ヤ
ス
先
生
が
教
師
の
傍
ら
、
自
宅
で
家
塾
を
興

す
。
教
え
を
乞
う
子
女
が
増
え
続
け
、
華
道
・
茶
道
・
裁
縫
と
巾
広
く
指
導
。
郷
里

か
ら
母
親
を
呼
び
寄
せ
教
導
し
た
と
の
こ
と
。
家
塾
を
始
め
て
10
年
後
の
明
治
44
年

(1911)

高
等
小
学
校
教
諭
を
退
職
、
翌
年
の
明
治
45
年(1912)

山
口
県
知
事
へ
繰
り

返
し
申
請
し
て
い
た
学
校
創
設
が
認
可
さ
れ
、「
下
関
阿
部
裁
縫
女
学
校
」
の
開
校

が
実
現
。

　
そ
の
後
、
大
正
13
年(1924)

「
下
関
阿
部
高
等
技
芸
女
学
校
」
と
改
称
。
昭
和
20

年(1945)

の
下
関
空
襲
で
桃
ケ
丘
の
校
舎
は
焼
失
し
た
が
、
養
治
小
学
校
、
貴
船
町

の
陸
軍
の
馬
小
屋
を
借
り
て
授
業
を
続
け
た
。
昭
和
21
年(1946)「
早
鞆
高
等
女
学
校
」

と
改
称
。
昭
和
23
年(1948)

「
財
団
法
人
早
鞆
学
園
」
を
設
立
、「
早
鞆
高
等
学
校
」

を
設
置
。
そ
の
後
、昭
和
25
年(1950)

に
現
在
地
に
校
舎
着
手
。
昭
和
26
年(1951)「
学

校
法
人
早
鞆
学
園
」を
設
立
。
併
せ
て「
早
鞆
高
等
男
子
部
」を
創
設
し
、現
在
の
隆
々

た
る
学
校
に
繋
が
っ
て
い
る
と
早
鞆
高
校
百
年
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
創
設
当
初
の
貴
船
町
桃
ケ
丘
で
の
学
校
跡
地
と
周
辺
は
、
市
営
住
宅
と
な
り
現
在

で
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
学
校
正
門
に
繋
が
る
階
段
は
今
も
当
時
の

面
影
を
残
し
て
い
る
。（
下
記
写
真
参
照
）

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
、と
か
く「
そ
も
そ
も
」「
最

初
に
井
戸
を
掘
っ
た
先
人
の
偉
業
」
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
時
折
先
人
達
の
意
と
す

る
ル
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
、
将
来
を
生
き
る
私
た
ち
に
一
筋
の
光
明

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ぞ
温
故
知
新
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
古
を
偲
び
貴
船

町
桃
ケ
丘
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
早
鞆
高
等

学
校
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
著
名
な
方
を
輩
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
発
展
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

【
引
用
資
料: 

早
鞆
百
年
史
・
下
関
市
立
中
央
図
書
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
図
書
館
に
行
っ
て

み
て
下
さ
い
】

早
鞆
高
等
学
校
の
ル
ー
ツ
は
貴
船
町
に
あ
っ
た

北
浦
街
道
探
訪
記
シ
リ
ー
ズ
　
第
８
回

阿部ヤス先生

レンガ造りの階段も↑


